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Y11a 長浜城歴史博物館の国友一貫斎の主鏡面精度測定
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国友一貫斎が製作した反射望遠鏡は 4基 (上田市立博物館、長浜城歴史博物館、彦根城、国友家)ある。これら
の望遠鏡は 1830年代に作成され、180年ほど経過している。このうち上田市のものは冨田ら (1998)により調査
が行われた。この調査によると主鏡は放物面 Cu-Sn合金の金属鏡で、口径は 60mm、焦点距離は 251mm、面精
度は λ/4と報告されている。
今回は長浜城の望遠鏡の主鏡を取り外し、国立天文台先端技術センターにおいてフィゾー干渉計を用いた面精

度測定と表面粗さ測定器を用いた面粗さの測定を行った。2種類のメーカーの異なる現代の市販の凹面鏡を参照
として利用した。
今回の測定により、長浜城の主鏡も上田市のものと同様に形状は放物面であることが判明した。面精度 (PV値)

は 0.67λであり、現代の鏡と同等の性能を維持していることが分かった。一方、面粗さ (Sq)は 3.7nm RMSとな
り、現代の鏡との差異が見られた。本発表ではそれらの測定結果について報告する。


